
い。先行研究では性皮色測定にカラーチャー トを用いることが多 く、この方法では環境光の影響、評価時の観察者

の主観を排除できない。 こうした潜在的影響 を除外す るために、本研究では分光測色計(MINOLTACG-411C)を

用い、CIELAB色 空間で評価 した。CIELAB色 空間は3軸(赤 一緑、青一黄、明一暗)で 構成 される。アカゲザル(Macaca

mulatta)9頭 とニホンザル(Macacafuscata)5頭 を検索対象 とし、非発情期(7月)と 発情期(10.月)に 、同一個

体の性皮色 を測定 した。アカゲザル とニホンザルで異なる色変化が見 られ、CIELABの 「青一黄」軸における増加

が、アカゲザルのみで有意であった(t検 定、有意水準5%)。 これはアカゲザルの血流変動がニホンザル よ りも大

きいことを示唆する。血流の増大は紅潮のみな らず腫脹につながるため、ニホンザルの血流が変動 しないことは、

寒冷適応 との関連 から興味深い。分光測色計 を用い、性皮色変化 をCIELAB色 空間において客観的に表示でき、近

縁なマカク種 間で紅潮 の違いを検出できた。

B-37マ カク属霊長類にお ける感染症抵抗性 の多型 とゲノム進化

安波道郎(長 崎大 ・熱帯医学研 ・臨床感染症学)所 内対応者:平 井啓久
マカク属霊長類 は種分化 の過程で棲息環境 の影響下にそれぞれのゲノムを進化 させ続けていると考 えられる。感

染因子の地理 的分布はゲノム多型の地理的相違生成の原動力 と考 えられ、その解明は生物種がいかに効果的に感染

因子 に対処 しているかの理解を深めることにつながる。本研究ではToll様 受容体TLR2、TLR4、TLR9の 変異や多

型がヒ トやマウスでは病原微生物由来の物質の認識 を変化 させ ることか ら、マカク属霊長類 についてそれ らの塩基

配列 を解析 し、種内および種間での非同義置換 を評価 した。その うちTLR2に 関してニホンザル ではコー ド領域の

全般 に亘って非同義置換は頻度が低 い傾 向にあるのに対 してアカゲザルでは、膜蛋白の細胞外部分に相当す る領域

の一部に局所的に非同義置換の集積す る部分が認 められ、多様性獲得進化の寄与が推定 された。ニホンザル とアカ

ゲザルの問で326番 目のア ミノ酸がそれぞれチ ロシン、アスパ ラギンに固定 してお り、この部位 はヒ トの分子構造

解析 か らリガン ド結合に関与す るとされていることか らこの変化がアカゲザルでの多様性の積極的な蓄積 をもた

らしていると推測 し、分子モデ リングによる分析 を行なった。(1)ま た、サルマ ラ リア原 虫Plasmodiumcoatneyi

の実験感染において高感受性 であるニホンザル と抵抗性 であるカニクイザルの種問においてマラ リア色素を認識

す るTLR9の 遺伝子に複数 の非同義置換 を認 めた。これ らが個体 レベルでの感受性の相違を説明するかを検討 して

い る。 〔文献〕1.TakakiA,etal.Immunogenetics64:15-29(2012).

B-38ニ ホンザル雌 の栄養状態 と餌獲得量の順位格差に関す る高崎山群 と幸島群の比較

栗 田博之(大 分市教育委員会 ・文化財課)所 内対応者:濱 田穣

幸島では8月 に、高崎 山では9月 に、写真計測法による成熟雌の体長計測を行った(幸 島群:ll頭;高 崎 山群:

10頭)。 高崎 山群の体長計測は約10年 分のデータがあ り、成熟後 は加齢に伴 う短縮 が認 められない傾 向がわか り

つつあるが、幸島群の体長計測は2008年 度からの開始であ り、まだ調査年数が少 なく、年齢変化の傾向を明 らか

にす るには至っていない。

高崎山雌の体重は、 自身によるデータの蓄積をほぼ10年 間行 ってきてお り、高順位雌は低順位雌 よりも重 く、

育て上げる子の体重 も重いことがわかっている。一方、幸島雌では、体長計測対象個体に限って、体重及び繁殖成

績を京都大学野生動物研究セ ンターよ りデータを借用 し、分析を行っているが、2011年 度 に明 らかになったことは、

次の とお りである。

① 幸島成熟雌の体重は著 しい年変動を示すが、これは個体問で明瞭に同調 してお り、 自然食物の豊凶が影響

していることが示唆 された。

② 幸島雌 の体重は高崎山雌のそれ よりも有意に軽かった。

③ ほ とん どすべての年齢 において、高崎山雌 よりも幸島雌の方が出産率が低かった。

また、餌獲得量調査では、高崎山雌では高順位個体 は低順位個体の約2.2倍 のカロリーを餌(コ ムギとサツマイ

モ)か ら得ていることが既にわかってい る。2011年 度 は幸島群 において餌獲得量の調査を開始 したが、台風接近な

どによ り2日 間しか調査ができなかった。高順位雌 と低順位雌各1頭 ずつの餌(コ ムギ)獲 得量調査結果 にすぎな

いが、幸島でも、高順位雌 の方が多 くの餌 を獲得 していた。

今後、幸島群 と高崎山群の間での餌獲得量 ・体サイズ ・繁殖成績についての調査 を継続 し、それぞれの実態をよ

り詳細に解明 してゆきたい。

<学 会発表>

1)栗 田博之,ほ か ニホンザル雌の体サイズと出産成績の年齢変化 一高崎山個体群 と幸島個体群の比較 一.

日本霊長類学会第27回 大会2011年7.月

2)栗 田博之,ほ か ニホンザル雌における体重 ・体長 ・出産率の年齢変化様式の個体群間比較 一高崎山と幸

島一.日 本哺乳類学会2011年 度大会2011年9.月

く論文発表>

KuritaH,etal.(2012)Aphotogrammetricmethodtoevaluatenutritionalstatuswithoutcaptureinhabituated

free-rangingJapanesemacaques(Macacafuscata):apilotstudyPrimates,53(1):7-11.

B-39チ ンパ ンジーにおける トラックボール式力触覚デ ィスプ レイを用いた比較認知研究

酒井基行(名 古屋工業大 ・院 ・機能工学),田 中由浩,佐 野明人(名 古屋工業大 ・機能工学),藤 本英雄(名 古屋工

業大 ・情報工学)所 内対応者:友 永雅 己
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本研究は、既 にチンパ ンジーで使用実績のある トラックボール をもとに、力触覚の提示が可能な装置を開発 し、

これを用いてチンパ ンジーによる認知実験 を行 うことを 目的とした。特に力触覚の弁別や協調作業について比較認

知科学の観点から考察す る。今年度は力触覚の弁別実験の遂行のための訓練を開始 した。は じめに、 トラックボー

ル を通 じて操作する画面上のカー ソル を、静止するターゲ ッ トに合わせるタスクを行った。なお、 トラックボール

の操作においては、力覚フィー ドバ ックが提示 されている。現在は、次のステップとして、カー ソル を動 くターゲ

ッ トに合 わせ、追従す る実験を行 ってい る。なお、これまでに6名 のチンパンジーが、この力覚フィー ドバ ック付

き トラックボールを用いてカー ソルをターゲ ッ トに合わせることができた。最終的には、弁別実験を拡張 し、力触

覚 を含む作業の遂行や二個体のチンパ ンジーの協調作業 についての実験を行 う予定である。

B-40マ ダ ガ ス カ ル 産 稀 少 原 猿 類 の 遺 伝 的 管 理 法 の 確 立

宗 近 功((財)進 化 生 物 学 研 究 所)所 内 対 応 者:田 中 洋 之

マ ダ ガ ス カ ル 産 原 猿 の な か で も 、 特 に 絶 滅 が危 惧 され て い るEulemurmacacoとVareciarubsを 対 象 と し て 遺 伝

子 マ ー カ ー を使 っ た 血 統 管 理 法 を確 立 す る た め 、 国 内 で飼 育 され て い る個 体 群(吻rεc∫ αr〃加α14個 体 、VaNeciau

variegate5個 体 、 陥 君8c'α照 ρ3個 体 、Eulemurmacaco50個 体)か ら 口内 細 胞 を 採 取 し、DNAサ ン プ ル を調 整 した 。

こ れ ま で の 共 同利 用 研 究 で 確 立 したmicrosatellite遺 伝 子 座 位 に つ い てMultiplex法 で 分 析 を 行 っ た 。 ま た 、 新 し く

遺 伝 的 管 理 に 使 え る 遺 伝 子 座 を求 め て 、 吻 εdαF〃わ7αに お い て51HDZ247、598、646、833、985遺 伝 子 座 を 増 幅 す

る プ ラ イ マ ー を試 み た と こ ろ 、833の 増 幅 が 不 安 定 で あ っ た が 、247、598、646、998の4遺 伝 子 座 位 に 多 型 が み ら

れ 、有 効 で 在 る事 が 判 明 した 。hareciaで は 、EulemuNfulvus用 に 開 発 され たEfrO9とEulemurmongoza用 に 開発 され

たEm9の2つ の プ ライ マ ー が 有 効 で あ る事 が 判 明 した 。分 析 の結 果 、Vareciarubsの 飼 育 個 体 群 に 、父 親 が 間 違 っ

て 登 録 され て い る個 体 が 明 らか に な り、 こ の 様 な 結 果 か ら、血 統 登 録 に 遺 伝 子 マ ー カ ー を使 う管 理 法 の 必 要 性 を 痛

感 し た。

B-41霊 長類の光感覚システムに関わるタンパ ク質の解析

小島大輔,森 卓,鳥 居雅樹(東 京大 ・院理 ・生物化学)所 内対応者:今 井啓雄

脊椎動物において、視物質 とは似 て非なる光受容蛋 白質(非 視覚型オプシン)が 数多 く同定 されている。私共は

最近、非視覚型オプシンの一つOPN5が マウスの網膜高次ニューロンや網膜外組織(脳 や外耳)に 発現すること、

さらにマ ウスや ヒ トのOPN5がUV感 受性 の光受容蛋 白質であることを見出した。[Kojimaetal.(2011)PLoSONE,6,

e26388]こ のことから、従来UV感 覚がない とされていた霊長類 にも、UV感 受性の光シグナル経路が存在するこ

とが示唆 された。そ こで本研究では、OPN5を 介 した光受容が霊長類において どの ような生理的役割を担 うのかを

推定す るため、霊長類 にお けるOPN5の 発現部位の同定を試みている。これまでに、放血 もしくは灌流固定 したサ

ル個体の組織(眼 球 ・外耳な ど)よ り固定標本 を作製 した。この うち、眼球 より作製 した組織切片 に対 してマ ウス

OPN5抗 体を反応 させた ところ、一部の細胞 に陽性シグナルが検出されたが、マウス眼球の場合 とは異なる組織内

局在を示 した。一方 このマ ウスOPN5抗 体は、 ヒ ト胚 由来の培養細胞(HEK293)に 内在す る非OPN5タ ンパク質

に対 しても、強い交差反応 を示す ことがわかった。この抗体を用いたOPN5発 現細胞の同定は霊長類試料において

は困難であると考えられ るため、新たなOPN5抗 体の作製 と、mRNAレ ベルでの発現解析 を検討 している。

B-42日 本 で野生化 したタイ ワンザル と台湾在来種の比較研究

蘇秀慧(台 湾國立屏東科技大學 ・野生動物保育研究所)佐 伯真美(野 生動物保護管理事務所)所 内対応者:川 本

芳

台湾か ら輸出され、 日本 で野生化 したタイワンザル(Macacacyclopis)は 、青森県野辺地 と和歌 山県大池で在来

のニホンザル と交雑 したことが確認 されている。また、東京都伊豆大島ではニホンザルのいない環境 で野生化 した

タイワンザルが全島に分布す ることが報告 されている。日本 で野生化 したタイワンザル と台湾在来のタイワンザル

の生物学的特徴 を比べることを目的に、今年度の研究では、まず出自の問題 を調べるため、 ミ トコン ドリアDNA

(mtDNA)の 配列 を解読 し、遺伝 的特徴 を解析 した。また、伊豆大島を訪れ、環境やサルの分布状況を観察 し、

台湾 との環境の相違 を検討す る基礎資料を得た。

台湾の4地 域(北 部、中部、南西部、南東部)で 得た糞試料か らDNAを 抽出 し、mtDNAの 非コー ド領域 にある

第2可 変域の部分配列 を解読 した。青森、和歌山、伊豆大島のタイ ワンザルの配列 と比較 した ところ、mtDNAか

ら判断 して、 日本で野生化 したサルはそれぞれ出自が異な り、台湾本島の中部域が和歌山に、南部域(南 東部、南

西部の区別は明瞭にはつかない)が 下北 と伊豆大島に関係す る、との示唆 を得た。

対応者 が開発 した糞DNA分 析方法は既存のもの と異なる。野外で採取す る糞試料の遺伝子分析に効果的な方法

が習得できたので、今後 さらに別の遺伝標識 についても台湾で野生のサルたちを調査する道が開けた。この方法 を

台湾での調査に今後応用する研究計画 を対応者 と検討 し、日本に持 ち込まれたタイワンザル と遺伝的お よび生態的

特徴を比較する計画についても議論 した。

B-43サ ル の匂いに対する先天的な恐怖反応 の解析

小早川令子,小 早川高,伊 早坂智子,辻 光義(大 阪バイオ ・神経機能学)所 内対応者:中 村克樹

私たちはマ ウスに先天的な恐怖反応 を誘発す る嗅覚神経回路の機能に着 目し、既知の匂い分子よ り強力に先天的

な恐怖反応を誘発す る人工物 由来の匂い分子を発 見 した。この匂い分子を用いて先天的な恐怖 と後天的な恐怖 とで

は異なる生理応答を伴 うことを初めて発見 した。本計画では、マ ウスに対 して先天的な恐怖反応 を誘発する匂い分
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